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西
日
が
差
す
教
室
で
は
、
C
D
プ
レ
ー

ヤ
ー
か
ら
流
れ
る
三
味
線
と
義ぎ

だ
ゆ
う

太
夫
の
語

り
に
合
わ
せ
、高
校
生
た
ち
が
人
形
を
操
っ

て
い
ま
す
。
文
化
祭
に
向
け
て
稽
古
に
励

む
の
は
、
厚
木
王
子
高
校
人
形
浄じ

ょ
う
る
り

瑠
璃
部

の
生
徒
た
ち
。
創
部
か
ら
50
年
以
上
、
楽

し
み
な
が
ら
郷
土
の
芸
能
を
つ
な
い
で
い

ま
す
。
部
活
の
指
導
に
当
た
る
の
は
、
厚

木
東
高
校
の
卒
業
生
を
中
心
に
活
動
す
る

「
あ
つ
ぎ
ひ
が
し
座
」
の
皆
さ
ん
で
す
。

首か
し
らの
傾
き
や
手
足
の
角
度
、
演
目
に
合
わ

せ
た
心
情
の
表
現
な
ど
、
培
っ
て
き
た
経

験
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
国
指
定
の
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
・
相
模
人
形
芝
居
が
あ
り
、長
谷
・
林

の
２
座
が
継
承
し
て
い
ま
す
。
時
代
と
と

も
に
形
を
変
え
て
き
た
郷
土
芸
能
。
世
代

を
超
え
て
未
来
へ
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

《
４
・
５
面
に
関
連
記
事
》

問
文
化
魅
力
創
造
課
☎
225
–
２
５
０
９

楽
し
み
つ
な
ぐ

 ふ
る
さ
と
の
芸
能

５人の部員とあつぎひがし座の皆さん

厚木東・厚木商業高校が再編統合し４月から厚木王子高校に。
人形浄瑠璃部の伝統は受け継がれていく
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例
年
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
ま
す
。発
症
を
予
防
し
、

重
症
化
を
防
ぐ
に
は
予
防
接
種
が
有
効
で
す
。

特
に
重
症
化
し
や
す
い
高
齢
者
向
け
に
、
定

期
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
ン
エ
ン
ザ
は
定
期
接
種

　
定
期
接
種
は
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
10

月
７
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
今
年
か
ら
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
加
え
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
も
定
期
接
種
と
な
り
ま
し
た
。
接

種
券
は
不
要
で
、
期
間
内
に
実
施
医
療
機
関

に
予
約
す
る
と
、
助
成
後
の
金
額
で
接
種
で

き
ま
す
（
下
欄
参
照
）。

　
接
種
期
限
は
２
月
末
ま
で
で
す
が
、
予
防

の
た
め
、
希
望
す
る
方
は
早
め
に
接
種
し
ま

し
ょ
う
。
予
防
接
種
は
義
務
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
受
け
る
前
に
内
容
を
よ
く
理
解
し
、
気

に
か
か
る
こ
と
や
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る

場
合
は
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

帯
状
疱
疹
の
予
防
接
種
費
用
を
助
成

　
市
で
は
４
月
か
ら
、
50
歳
以
上
の
方
の
帯

状
疱
疹
の
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を
新

た
に
設
け
ま
し
た
。
帯
状
疱
疹
は
、
水
ぼ
う

そ
う
の
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
引
き
起
こ
さ
れ

る
皮
膚
の
病
気
で
、
80
歳
ま
で
に
約
３
人
に

１
人
が
発
症
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
生

ワ
ク
チ
ン
に
５
０
０
０
円
、
不
活
化
ワ
ク
チ

ン
に
１
万
円
を
助
成
し
、
接
種
す
る
方
の
経

済
的
な
負
担
を
軽
減
し
ま
す（
右
下
欄
参
照
）。

子
ど
も
の
予
防
接
種
助
成
の
対
象
を
拡
大

　
10
月
に
は
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
の
た

め
、
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
の
一
部
助
成
の
対
象
年
齢
を
、
今
年
度

18
歳
に
な
る
方
ま
で
引
き
上
げ
ま
し
た
。
予

防
接
種
の
助
成
を
活
用
し
て
、
健
康
に
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

問
健
康
医
療
課
☎
225-

２
２
０
１
・
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
☎
225-

２
２
０
３（
子
ど
も
の

予
防
接
種
）

コ
ロ
ナ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
開
始

　
10
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
が
始
ま
り
、
65
歳
以
上
の
方
は
、
任
意

で
接
種
す
る
よ
り
も
安
く
受
け
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
帯
状
疱ほ

う

疹し
ん

の
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を
新
設
。
子
ど
も
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
の
対
象
年
齢
を
引
き
上
げ
る
な
ど
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

Zoom Up

予
防
接
種
の
助
成
を
活
用
し
よ
う

予防接種は実施医療機関で予約を

　10月から助成の対象を拡大しました。発症や重症化の予
防のため、希望する方は早めに接種しましょう。
� 問こども家庭センター☎225-2203

　10月から新型コロナウイルス
感染症も定期接種となりました。�
対象となる方へ９月に通知を送
付しています。
� 問健康医療課☎225-2201

詳細はこちら

インフルエンザ新型コロナウイルス

期間　10月7日～2025年2月28日
対象　�市内在住の6カ月～今年度18歳になる方
助成金額　1回1000円
助成回数　6カ月～小学生＝2回、中学生～今年度18歳になる方＝1回
申直接、実施医療機関（市HPに掲載）へ。
※インフルエンザHAワクチンが対象。母子健康手帳と本人確認書類をお持ちください

子どものインフルエンザ予防接種
助成対象を18歳まで拡大

光ヶ丘医院
老山　大輔 医師（57）

　新型コロナウイルス・イン
フルエンザ共に、高齢の方が

日頃の心がけと
予防接種で健康を保つ

かかると重症化しやすいため、特に注意が必
要です。予防には、日頃から低栄養にならな
いようバランスの良い食事や運動、口腔ケア
などで、抵抗力を高めることが重要です。そ
して高齢者に関わらず全ての人には、手洗い
やマスクの着用が効果的です。また部屋の換
気や、冬場は湿度が低いと感染しやすくなる
ため、加湿も心がけてください。
　予防接種を受けると、発症の予防や、かかっ
た際の重症化を防ぐ効果が見込めます。日頃
の心がけと予防接種を活用して、健康に過ご
しましょう。

新
設
　４月から帯状疱疹予防接種費用の一部助成を
始めました。接種の際の経済的負担を軽減し、
発症の予防につなげます。

問健康医療課☎225-2201
《対　象》市内在住の50歳以上
《助成額》�生ワクチン（１回接種）＝5000円� �

不活化ワクチン（２回接種）＝１回1万円
《接種費用》医療機関により異なる
申直接、実施医療機関（市HPに掲載）へ。

《期間》10月7日～2025年２月28日
《対象》�市内在住で①65歳以上②60～64歳で心臓・腎臓・

呼吸器などの重い病気（障害者手帳1級相当）が
ある―のいずれかに該当する方

《費用》�新型コロナウイルス感染症＝2100円� �
インフルエンザ＝1500円

申直接、実施医療機関（市HPに掲載）へ。

■帯状疱疹とは
　子どもの頃に感染した水ぼう
そうのウイルスが原因で起こる
皮膚の病気です。ウイルスは体
内に潜伏し、過労やストレス、
加齢などで免疫力が低下すると
再び活性化して発症します。
　発症すると体の片側の一部にピリピリとした
痛みや水膨れ、赤い発疹が出てきます。
　50歳以上になると発症率が高くなり、80歳
までに約3人に1人が発症するといわれています。

帯状疱疹
予防接種費用を助成

新型コロナウイルス感染症・インフルエンザ

高齢者向け
定期予防接種スタート

10/1〜愛TV



３ 2024（令和６）年10月１日

家庭から出たごみの内訳（2023年度）
燃えるごみの量　3万2347トン

食品ロスの内訳
（燃えるごみの総量に
� 対して）
未開封食品� 7.5％
食べ残し� 2.3％
過剰除去� 1.6％

36.9％
生ごみ

36.2％
紙・布類

14.1％
プラスチック類

11.3％
草木類 1.5％その他

食品ロス

■事業者
《対象》�市内に事業所のある事業者または1年以上市内に

住み事業を営む個人
《処理機》�1日に10㌔以上の処理能力がある�

生ごみ処理機
《補助額》�上限200万円（設置費用の3分の2）�

※1事業所1台まで

　食べ残しや賞味期限が近いなどの理由で、食べられるのに捨てられてし
まう食品（以下、食品ロス）が世界規模で問題になっています。無駄のな
い買い物や正しい分別など、できることから始めてみませんか。

食べ物の無駄をなくそう
合い言葉は「もったいない」

Zoom Up

　
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
約
２
割
は
未
開

封
食
品
で
、
買
い
す
ぎ
た
物
や
余
っ
た
食
材

が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す（
左
グ
ラ
フ
参
照
）。

昨
年
度
、
市
内
か
ら
出
た
食
品
ロ
ス
は
３
６

８
７
㌧
。
1
人
当
た
り
約
16
㌔
を
廃
棄
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
、
処
理
に
伴
う
環
境
へ
の

負
荷
や
経
費
の
増
大
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
市
で
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
の
啓
発

や
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
向
け
た
活
動
を
す

る
団
体
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

家
庭
で
で
き
る
食
品
ロ
ス
削
減

　
家
庭
で
の
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
に
は
、
食

べ
物
を
無
駄
な
く
消
費
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
買
い
物
の
際
に
期
限
が
近
い
物
か

ら
選
ぶ
「
て
ま
え
ど
り
」
も
、
廃
棄
さ
れ
る

食
材
を
減
ら
す
方
法
の
一
つ
で
す
（
左
欄
参

照
）。
必
要
な
分
だ
け
買
う
こ
と
や
食
べ
切

れ
る
量
を
作
る
、
期
限
を
意
識
し
て
食
材
を

使
い
切
る
な
ど
、
一
人
一
人
の
日
頃
の
心
が

け
が
大
切
で
す
。

　

市
内
に
は
、
余
っ
た
食
材
や
食
べ
切
れ
な

い
食
品
を
回
収
し
、
必
要
な
家
庭
に
無
償
で

提
供
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
フ
ー
ド
バ

ン
ク
あ
つ
ぎ
」
が
あ
り
ま
す
（
左
下
欄
参
照
）。

米
や
乾
麺
、
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
、
家
庭
で

余
っ
た
も
の
が
市
内
外
か
ら
届
き
、
必
要
と

す
る
方
に
提
供
さ
れ
ま
す
。
代
表
の
成
瀬
二

郎
さ
ん
（
76
・
長
谷
）
は
「
食
材
が
余
っ
た

場
合
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
が
選
択
肢
の
一
つ
に
な

れ
ば
う
れ
し
い
。
食
品
ロ
ス
を
減
ら
し
、
困
っ

て
い
る
人
の
力
に
な
り
た
い
」と
話
し
ま
す
。

環
境
に
優
し
い
生
活
を

　
適
切
な
量
の
食
材
を
買
っ
て
食
べ
切
る
こ

と
は
、
食
品
資
源
の
節
約
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
ご
み
の
減
量
に
な
り
ま
す
。
市
で
は
生

ご
み
の
排
出
量
を
減
ら
す
た
め
、
生
ご
み
処

理
機
を
購
入
す
る
家
庭
や
事
業
者
に
費
用
の

一
部
を
補
助
。
導
入
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す（
左
下
欄
参
照
）。さ
ら
に
、

燃
え
る
ご
み
の
中
に
は
紙
・
布
類
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
資
源
も

含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
適
切
に
分
別
す
る
こ

と
で
ご
み
の
量
が
減
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
も

高
ま
り
ま
す
。

　
10
月
は
食
品
ロ
ス
削
減
月
間
で
す
。
豊
か

な
環
境
や
資
源
を
次
世
代
に
残
す
た
め
、
み

ん
な
で
「
も
っ
た
い
な
い
」
の
気
持
ち
を
持

ち
、で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
環
境
事
業
課
☎
225-

２
７
９
３

フードバンクの活動に協力を 放課後児童クラブ
入所児童を募集

詳細はこちら

　家庭や企業で余った食品を回収し、必要な家庭に無償で
提供します。� 問フードバンクあつぎ☎080-6602-2163
　《日時》水曜・毎月第3日曜　10～15時
　《場所》フードバンクあつぎ事務所（中町1-8-10）
　《対象》�賞味期限が２カ月以上あり、常温保存できる未開

封の物（米・調味料・缶詰・菓子・レトルト食品・
飲料水など）や日用品（ペーパー、洗剤）など

　申不要。

家庭ですぐにできる食品ロス削減

２
０
２
５
年
度

・�買い物の前に在庫を確認し、必要な分だけ買う
・�すぐ食べる時は「てまえどり」を意識し、賞味・
消費期限が近い食品から買う
・食べ切れる量を作り、残さないようにする
・適切に保存し、食材を長持ちさせる

■個人
《対象》市内在住で、居住地に設置し適切に維持管理できる方
《処理機》家庭用生ごみ処理機（ディスポーザーは除く）
《補助額》上限2万円（本体価格の5分の4）※1世帯2台まで

《対象》�①各学区内の小学生②保護者全員が就労
（15時以降までの勤務）や疾病などで放
課後に適切な保育ができない③保護者な
どが19時までに迎えに来られる―の全て
を満たす児童

《時間》�平日（学校休業日を除く）＝放課後～19時�
土曜・長期休業日など   ＝7時30分～19時�
※�日曜、祝日、学校閉庁日、年末年始な
どは休所

《費用》育成料　＝�月額4000円（18時まで）�
月額4800円（19時まで） 

　　　 クラブ費＝月額3500円（おやつ代他）

申購入後1カ月以内に環境事業課や環境政策課、
市HPにある申請書を、直接または郵送で
〒243-8511環境事業課へ。

申こども育成課や市HPなどにある
入所案内を確認し、申請書と必要書
類を、直接または郵送で11月18〜29
日（必着）に〒243-8511こども育成
課へ。※入所中の児童も申請が必要

　市内23小学校区にある放課
後児童クラブの入所児童を募
集します。

問こども育成課☎225-2582

食材が余った時はフードバンクあつぎへの寄付も選択肢に

詳細はこちら

詳細はこちら
申設置前に直接、環境事業課へ。

生ごみ処理機の
購入費を補助
　生ごみの排出量を減らす
ため、処理機の購入費用の
一部を補助します。
問環境事業課☎225-2793



拍
子
木
の
音
に
合
わ
せ
て
、
舞
台
の
幕

が
開
き
ま
す
。
演
目
は
相
模
人
形
芝

居
の
代
表
作
の
一
つ
「
傾け

い
せ
い城
阿
波
の
鳴
門
・

順
礼
歌う

た

の
段
」。
主
君
の
刀
を
探
す
夫
婦
の

家
に
両
親
を
探
し
て
旅
す
る
少
女
お
鶴
が
訪

れ
る
場
面
か
ら
始
ま
る
物
語
で
す
。
お
鶴
が

実
の
娘
と
気
付
き
な
が
ら
も
送
り
出
す
母
の

姿
は
観
客
を
引
き
付
け
ま
す
。
人
形
を
操
る

の
は
長
谷
座
の
皆
さ
ん
。
３
人
で
息
を
合
わ

せ
、
人
形
に
命
を
吹
き
込
み
ま
す
。

過
去
か
ら
の
思
い
を
守
る

　
長
谷
座
は
淡
路
の
人
形
遣
い
が
技
を
伝
え

た
こ
と
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
、
そ
れ
を
示
す

記
念
碑
や
人
形
の
面
が
長
谷
の
堰せ

き

神
社
に
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
座
長
を
務
め
る
の
は
井
上

真
弓
さ
ん
（
68
・
三
田
南
）。
30
年
前
、
座

長
を
務
め
て
い
た
父
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
座
に
入
り
ま
し
た
。「
初
め
は

話
の
内
容
も
操
作
の
方
法
も
全
く
分
か
ら
な

か
っ
た
。
勉
強
す
る
中
で
、
奥
深
さ
が
面
白

く
な
り
、
の
め
り
込
ん
で
い
っ
た
」
と
振
り

返
り
ま
す
。

　
座
員
は
16
人
。
担
い
手
不
足
に
直
面
し
た

時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
人
形
芝
居
の
基
礎

を
学
ぶ
郷
土
芸
能
学
校
や
大
学
で
の
出
前
講

座
な
ど
を
き
っ
か
け
に
座
員
を
集
め
、
歴
史

を
つ
な
い
で
き
ま
し
た
。
３
年
前
、
座
長
に

就
任
し
た
井
上
さ
ん
は
、
人
形
芝
居
を
見
た

い
と
思
う
人
が
増
え
れ
ば
、
お
の
ず
と
つ
な

が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。
座
員
の
技

術
向
上
の
た
め
、
他
県
で
活
躍
す
る
人
形
遣

い
を
講
師
に
招
き
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

「
見
て
も
ら
え
る
芝
居
に
す
る
た
め
に
は
、

自
分
た
ち
で
練
習
す
る
だ
け
で
は
足
り
な

い
。
も
っ
と
技
術
を
高
め
、
よ
り
良
い
芝
居

を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
稽
古
に
打

ち
込
み
ま
す
。

　
「
幕
を
か
け
る
よ
」「
人
形
の
動
き
を
確
認

す
る
か
ら
集
ま
っ
て
」。
緑
ケ
丘
小
学
校
の

体
育
館
で
は
、
林
座
の
座
長
・
葉
山
修
次
さ

ん
（
43
・
林
）
が
公
演
を
準
備
す
る
座
員
た

ち
を
見
守
り
ま
す
。
林
地
区
に
は
約
２
８
０

年
前
に
人
形
芝
居
が
伝
わ
り
、
娯
楽
の
一
つ

と
し
て
住
民
た
ち
が
競
っ
て
稽
古
し
て
い
ま

し
た
。

　
葉
山
さ
ん
が
幼
い
頃
、
近
く
の
公
園
や
神

社
の
祭
り
で
披
露
さ
れ
て
い
た
林
座
の
芝

居
。
10
年
前
に
人
形
遣
い
の
な
り
手
が
少
な

い
こ
と
を
聞
き
、
地
元
の
た
め
に
な
れ
ば
と

座
員
に
な
り
ま
し
た
。
仕
事
で
練
習
に
参
加

で
き
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
公
演
の

日
程
調
整
や
運
営
な
ど
、
人
形
を
操
る
以
外

の
仕
事
を
進
ん
で
受
け
持
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
５
年
前
に
他
の
座
員
か
ら
座

長
に
推
薦
さ
れ
ま
す
。「
自
分
が
座
長
を
引

き
受
け
ず
、
座
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
は

嫌
だ
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
。
昔
の
人

が
楽
し
み
、
誰
か
を
喜
ば
せ
る
た
め
に
考
え

た
も
の
。
何
百
年
も
つ
な
が
っ
て
き
た
文
化

が
な
く
な
っ
て
ほ
し
く
な
い
」
と
話
す
葉
山

さ
ん
。座
員
の
芝
居
を
裏
で
支
え
て
い
ま
す
。

忘
れ
ら
れ
な
い
景
色

　
時
代
が
流
れ
、
身
近
な
場
所
で
披
露
さ
れ

る
機
会
が
減
っ
た
相
模
人
形
芝
居
。
二
つ
の

座
は
芝
居
に
触
れ
て
も
ら
う
た
め
、
学
校
や

公
民
館
で
の
公
演
、
講
座
な
ど
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
そ
の
活
動
の
歴
史
が
厚
木
王
子
高

校
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
同
校
の
人
形
浄
瑠

璃
部
は
１
９
７
１
年
、
林
座
の
座
長
と
厚
木

東
高
校
の
教
頭
が
呼
び
か
け
て
集
ま
っ
た
約

25
人
の
生
徒
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
５
人
の
部
員
が
あ
つ
ぎ
ひ
が
し
座

の
メ
ン
バ
ー
の
指
導
の
下
で
練
習
を
重
ね
て

い
ま
す
。
部
長
の
植
木
悠
太
さ
ん
（
２
年
）

は
人
形
浄
瑠
璃
の
珍
し
さ
に
引
か
れ
て
入
部

し
ま
し
た
。「
発
表
を
見
て
く
れ
た
人
か
ら

『
生
き
て
い
る
み
た
い
』『
と
て
も
面
白
か
っ

た
』
と
声
を
も
ら
え
る
の
が
う
れ
し
い
」
と

笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
創
部
時
の
メ
ン
バ
ー
で
、
あ
つ
ぎ
ひ
が
し

座
代
表
の
林
田
洋
子
さ
ん
（
69
・
水
引
）
は

週
に
２
回
ほ
ど
、
指
導
の
た
め
に
部
を
訪
れ

て
い
ま
す
。「
学
生
時
代
、
初
め
て
出
た
舞

台
か
ら
見
え
た
観
客
の
笑
顔
や
涙
が
忘
れ
ら

れ
な
い
。
そ
の
喜
び
を
今
の
子
ど
も
た
ち
に

も
味
わ
っ
て
ほ
し
く
て
卒
業
後
も
指
導
者
と

し
て
関
わ
り
続
け
て
い
る
」
と
話
す
林
田
さ

ん
。
部
員
た
ち
の
指
導
を
し
な
が
ら
、
毎
年

開
く
自
主
公
演
や
依
頼
を
受
け
た
舞
台
の
た

め
に
、
自
治
会
館
な
ど
に
月
２
・
３
回
ほ
ど

集
ま
っ
て
練
習
を
続
け
て
い
ま
す
。

難
し
い
け
ど
楽
し
い

　
相
模
人
形
芝
居
に
欠
か
せ
な
い
存
在
が
義

太
夫
節
で
す
。
太
夫
の
語
り
と
三
味
線
の
音

で
登
場
人
物
の
人
柄
や
心
情
を
表
現
し
ま

す
。

　
国
の
重
要
無
形
文
化
財
「
義
太
夫
節
」
総

合
認
定
の
保
持
者
・
竹
本
土
佐
子
さ
ん
（
本

名
林
ミ
チ
ヨ
・
81
・
下
荻
野
）
は
、
６
歳
か

ら
こ
の
道
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
国
内
外
で

公
演
を
続
け
な
が
ら
、
15
人
に
義
太
夫
節
を

指
導
し
て
い
ま
す
。そ
の
一
人
、

入
江
敦
子
さ
ん
（
57・下
川
入
）

は
人
形
浄
瑠
璃
部
の
出
身
で

す
。
口
ず
さ
め
る
ま
で
聞
い
て

い
た
義
太
夫
節
に
憧
れ
、
習
い

始
め
た
入
江
さ
ん
。
39
年
前
か

ら
は
竹
本
さ
ん
の
下
で
稽
古
を

続
け
、
共
に
長
谷
座
や
林
座
の

歴
史
を
思
い

特
集　
厚
木
と
相
模
人
形
芝
居

　
相
模
人
形
芝
居
は
約
３
０
０
年
前
に
市
内
に
伝
わ
り
、
娯

楽
、
芸
能
、
文
化
財
と
し
て
形
を
変
え
な
が
ら
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。歴
史
を
つ
な
ぐ
皆
さ
ん
の
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

問
文
化
魅
力
創
造
課
☎
225
―
２
５
０
９

日時　 11月23日、12月14・21日、
　　　2025年1月11・25日、2月8日（全6回）
　　　林座＝10～12時　長谷座＝13～15時
場所　あつぎ市民交流プラザ
対象　各回10人程度　費用　無料
申電話またはファクス、Eメールに〒住
所、氏名、電話番号、希望の座を書き、
11月1日までに文化魅力創造課☎225-
2509・ 223-0044・ 8650@city.atsu
gi.kanagawa.jpへ。先着順。

詳細はこちら

　神奈川県に伝わる民俗芸能。義太夫節に合わせて人
形を動かし物語を表現する。1980年に国の重要無形
民俗文化財に指定。

相模人形芝居

●三人遣い
　一体の人形を3人で操る方法。首

かしら

と右手を動かし、胴体を支える「主
遣い」、左手を操る「左遣い」、足を
動かす「足遣い」がある。

●義太夫節
　物語を語る太夫と三味線で構
成。登場人物の人柄や感情を声
や音で演出する。

厚
木
厚
木
のの民

俗
芸
能

民
俗
芸
能

　火消しを担っていたとび職に伝わる
「梯

は し ご

子乗り」や「まとい振り」などの技。
市内ではとび職を中心に市古式消防保
存会が継承。

古式消防

　「古事記」や「日本書紀」などに描
かれる神話を題材にお面を着けて披露
する黙劇。相模里神楽垣澤社中が継承。

相模相模里
さ と か ぐ ら

神楽

　神社を祭る式楽、舞
ぶ
楽
がく
から生まれた

舞。伊勢神宮の信仰を広めるために長
なが

持
もち

を二輪車に乗せて厚木周辺を巡って
いた。

伊伊勢勢十二座
太
だ い か ぐ ら

神楽
獅子舞

■郷土芸能発表会
《日時》11月2日　13時30分～15時45分
《出演》 長谷・愛甲ささら踊り盆唄保存会、市古式

消防・馬場太鼓保存会、相模里神楽垣澤社中、
法雲寺酒井双盤講

■相模人形芝居特別公演
《日時》11月16日　13時30分～15時30分
《出演》 相模人形芝居長谷座・林座
　　　  あつぎひがし座
　いずれも会場は厚木シティプラザ。定員80人。
無料。申不要。先着順。

公
演
な
ど
で
語
り
を
披
露
し
て
い
ま
す
。「
約

40
年
続
け
て
き
た
け
れ
ど
、
登
場
人
物
の
心

の
内
や
魂
を
声
で
表
現
す
る
の
は
ま
だ
難
し

い
。
け
れ
ど
こ
の
難
し
さ
に
挑
む
の
が
楽
し

く
て
、
好
き
だ
か
ら
続
け
て
い
る
」
と
ほ
ほ

笑
み
ま
す
。

　
相
模
人
形
芝
居
に
長
年
関
わ
っ
て
き
た
竹

本
さ
ん
は
「
昔
か
ら
こ
の
土
地
に
根
付
き
、

伝
わ
っ
て
き
て
い
る
か
ら
郷
土
芸
能
と
呼
ん

で
も
ら
え
る
。簡
単
に
作
れ
な
い
か
ら
こ
そ
、

途
絶
え
さ
せ
て
は
い
け
な
い
」
と
、
自
身
の

経
験
を
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
ま
す
。

手
を
尽
く
し
て
つ
な
い
で
い
く

　
今
で
も
他
の
太
夫
に
師
事
し
、
日
々
稽
古

を
続
け
な
が
ら
技
を
磨
く
竹
本
さ
ん
。
録
音

や
映
像
で
は
学
べ
な
い
こ
と
が
多
く
あ
る

と
、
人
か
ら
人
へ
の
継
承
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。「
技
を
つ
な
ぐ
に
は
と
に
か
く
一
生

懸
命
や
る
こ
と
が
大
切
。
そ
う
す
れ
ば
、
見

て
い
る
人
に
も
伝
わ
り
、応
援
し
て
く
れ
る
」

と
芸
能
と
向
き
合
い
続
け
て
い
ま
す
。

　
長
谷
座
・
林
座
、
あ
つ
ぎ
ひ
が
し
座
は
、

11
月
に
開
催
さ
れ
る
郷
土
芸
能
ま
つ
り
に
出

演
し
ま
す
。「
動
か
す
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ

せ
て
」「
人
形
の
目
線
が
下
が
っ
て
い
る
よ
」。

よ
り
良
い
舞
台
を
作
る
た
め
、
歴
史
を
つ
な

ぐ
た
め
、
今
日
も
座
員
た
ち
は
人
形
に
命
を

吹
き
込
み
ま
す
。

●鉄砲ざし
　肘を直角よりも広い角度に開き
人形が前傾姿勢をとるようにする
構え。高い舞台からでも人形の顔
がよく見える。

つ
な
ぐ

本番の前に動作を練習
芝居の流れを全員で確認

林座座長の葉山さん手を動かすタイミングを合わせる

　太鼓と双
そうばん
盤というかねを打ち、「南

無阿弥陀仏」を唱える念仏。法雲寺酒
井双盤講の「お十夜」などで唱えてい
る。

双
そ う

盤
ば ん ね ん ぶ つ

念仏

　
市
内
に
は
相
模
人
形
芝
居

を
含
む
６
種
類
の
民
俗
芸
能

が
国
や
県
・
市
指
定
の
民
俗

文
化
財
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳細はこちら

　「ビンササラ」と呼ばれる竹の楽器
を鳴らし、小太鼓に合わせて踊る。江
戸時代中頃に始まり、愛甲・長谷ささ
ら踊り盆唄保存会が継承。

相模の
ささら踊りさささささ

高校の文化祭に向け練習 人形の動きを指導する林田さん（右）

稽古をつける竹本さん

人形浄瑠璃部部長の植木さん（左）

公演で義太夫節を語る入江さん（左）

長谷座座長の井上さん

あでやかな衣装をまとった三
さんばそう

番叟の人形

郷土芸能学校
相模人形芝居

　長谷座と林座が人形の操作方
法などを教えます。

郷土芸能まつり 　地域に伝わる郷土芸能の
祭典を開催します。

45 2024(令和６)年10月１日
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市
内
１
５
０
０
人
余

り
の
戦
没
者
を
追
悼
す

る
式
典
を
、
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま

し
た
。
１
８
８
人
が
参

列
し
、
追
悼
の
言
葉
や

平
和
へ
の
誓
い
、
献
花

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
山
口
市
長
は
「
戦
争

で
亡
く
な
ら
れ
た
皆
さ

ま
に
対
し
、
心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
。
平
和
を
求
め
る
思
い
が
重
な

る
こ
と
で
、
世
界
の
恒
久
平
和
に
向
け
た
大
き
な
動
き
に
つ

な
が
る
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
市
遺
族
会
の
潮
田
春
男

会
長
は
「
終
戦
か
ら
79
年
が
過
ぎ
、
戦
争
の
事
実
が
風
化
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
後
世
に
語
り
継
ぎ
、
二
度
と
繰
り
返

さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
今
を
生
き
る
私

た
ち
の
使
命
」
な
ど
と
追
悼
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
10
月
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
が
平
和
へ

の
思
い
を
込
め
て
描
い
た
絵
手
紙
を
、
あ
つ
ぎ
市

民
交
流
プ
ラ
ザ
や
公
民
館
に
巡
回
で
展
示
し
ま
す
。

　
市
内
の
高
校
・
大
学
生
が
中
心
と
な
り
青
少
年

の
非
行
防
止
を
啓
発
す
る
「
心
と
街
の
ク
リ
ー
ン

作
戦
」
が
、
小
田
急
線
本
厚
木
駅
周
辺
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
学
生
ら
約
50
人
が
、
喫
煙
・
飲
酒
・

薬
物
乱
用
の
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
学
生
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
を
主
体

に
毎
年
開
催
。
市
と
教
育
委
員
会
、
青
少
年
相
談
員
連
絡
協

議
会
、
厚
木
警
察
署
な
ど
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
36
回

目
の
今
年
は
、「
紡
ぐ
未
来
・
た
っ
た
一
度
の
行
い
が
、
あ

な
た
の
人
生
を
変
え
る
」
を
標
語
に
設
定
。
6
月
か
ら
啓
発

ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
作
り

な
ど
の
準
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　
実
行
委
員
長
の
山
下
悠

光
さ
ん
（
厚
木
中
央
高
校

３
年
）
は
「
人
生
は
人
と

の
出
会
い
で
変
わ
る
こ
と

が
あ
る
。
活
動
が
誰
か
の

助
け
と
な
り
、
心
に
響
け

ば
う
れ
し
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
夏
の
夜
風
を
感
じ
な
が
ら
生
演

奏
が
楽
し
め
る
「
あ
つ
ぎ
ジ
ャ
ズ

ナ
イ
ト
２
０
２
４
」
を
、
厚
木
公

園
で
開
催
し
ま
し
た
。来
場
者
は
、

ご
当
地
グ
ル
メ
と
地
ビ
ー
ル
を
片

手
に
ジ
ャ
ズ
の
音
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
と
商
店
会
関
係
者
な
ど
で
つ
く
る
「
ま

ち
な
か
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
実
施
し
13
回
目
。
会
場

に
は
、
名
産
の
と
ん
漬
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
や
地
ビ
ー
ル
な

ど
を
味
わ
え
る
18
店
舗
が
出
店
。会
場
近
く
の「
本
厚
木
キ
ャ

ビ
ン
」「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
ギ
ャ
レ
ッ
ジ
」「
本
厚
木
ミ
ロ
ー
ド
」

で
も
イ
ベ
ン
ト
が
同
時
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
外
か
ら
初
め
て
訪
れ

た
川
上
薫
さ
ん
（
56
）
は

「
生
演
奏
は
想
像
以
上
に

迫
力
が
あ
り
、
気
分
が
盛

り
上
が
っ
た
。
お
い
し
い

食
べ
物
も
あ
り
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
せ
た
」
と
笑

顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
聖
地
を
目

指
す
市
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
Ｂ
３
リ
ー
グ
に
所

属
す
る
「
湘
南
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
藤
沢
」
と
協
定
を

結
び
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ

振
興
を
は
じ
め
、
青
少
年

年
の
健
全
育
成
や
教
育
支

援
、
市
民
の
健
康
増
進
、

商
業
・
観
光
振
興
、
地
域

活
性
化
、
魅
力
発
信
な
ど
で
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

締
結
式
で
小
河
静
雄
代
表
取
締
役
社
長
は
「
３
年
目
の

チ
ー
ム
で
、
上
の
リ
ー
グ
を
目
指
し
て
い
る
。
選
手
や
フ
ロ

ン
ト
な
ど
が
一
つ
に
な
り
、愛
さ
れ
る
チ
ー
ム
に
な
り
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
山
口
市
長
は
「
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
な
が
る
。
力
添
え
を
い

た
だ
き
な
が
ら
聖
地
づ
く
り
を
進

め
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
チ
ー
ム
は
10
～
12
月
に
４
試

合
、
荻
野
運
動
公
園
で
リ
ー
グ
戦

に
臨
み
ま
す
。

恒久平和への誓いを新たに

ジャズの音色とグルメを堪能 スポーツを通じた地域づくりで連携

保健福祉センターで戦没者追悼式を開催本厚木駅周辺で心と街のクリーン作戦を実施

厚木公園で「あつぎジャズナイト」を開催 プロバスケットボールチームと協定を締結

ピト

9月には荻野運動公園で試合の無料観戦
や小学生の教室を実施

平和の詩を朗読する牧田駿平さん
（緑ケ丘小５年）

高校生と大学生らが環境美化や非行防止などを啓発

啓発物品を手渡す学生たち

　
８
月
29
日
の
夜
中
か
ら
30
日
未
明
に
か

け
て
、
数
回
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
け
た
た

ま
し
い
警
戒
音
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。
台

風
10
号
の
接
近
に
よ
る
大
雨
に
伴
い
、
市

は
災
害
対
策
本
部
を
設
置
。
七
沢
の
土
砂

災
害
警
戒
区
域
や
荻
野
・
玉
川
沿
い
で
災

害
発
生
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
か

ら
、
警
戒
レ
ベ
ル
４
・
避
難
指
示
を
発
令

し
ま
し
た
。
人
命
に
関
わ
る
被
害
は
な

か
っ
た
も
の
の
、道
路
冠
水
や
が
け
崩
れ
、

浸
水
、倒
木
な
ど
の
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

　
台
風
10
号
は
刻
々
と
進
路
が
変
わ
り
、

本
体
か
ら
離
れ
た
場
所
も
大

雨
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、
備

え
が
非
常
に
難
し
い
も
の
で

し
た
。
市
で
は
、
数
日
間
に

わ
た
り
配
備
体
制
を
と
り
、

職
員
が
交
代
で
避
難
所
運
営

や
被
害
対
応
、
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
に
当
た
り
ま
し
た
。
１

時
間
当
た
り
20
㍉
㍍
以
上
の

雨
が
断
続
的
に
降
り
続
け
た

時
間
帯
も
あ
り
、
公
民
館
や

学
校
な
ど
に
開
設
し
た
35
の
避
難
所
に

は
、
最
大
で
42
世
帯
58
人
の
方
が
避
難
さ

れ
ま
し
た
。
長
期
間
に
わ
た
り
大
雨
や
土

砂
災
害
の
警
報
が
出
さ
れ
不
安
な
時
間
を

過
ご
す
中
、
私
を
含
め
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
が
災
害
に
備
え
る
心
持
ち
を
新
た
に

さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
の
台
風
や
８
月
９
日
に
発
生
し
た

震
度
５
弱
の
地
震
な
ど
、
災
害
は
い
つ
身

近
な
場
所
で
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

で
き
る
備
え
に
み
ん
な
で
取
り
組
み
、
災

害
に
強
い
ま
ち
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

厚木市長山口貴裕

第５回　素朴にたたずむ史跡

　歴史ブームが続いています。身近に素朴にたたずむ史跡を
訪れて、うずもれた歴史への思いをはせてみるのも面白いも
のです。「近場のいなか」
を称する愛川町の街角に
は、戦国時代から明治期に
至るまで、さまざまな史跡
が残ります。田園の中に時
の流れを体感できるスポッ
トや、名産のスイーツも楽
しめます。

ニュースサイトで詳しく紹介しています▶
問商業観光課☎225-2820

二日間で約1万2000人が来場

　厚木・秦野・伊勢原市、愛川町、清川村の５市町村が観光振興
で連携している「県央やまなみ地域」の魅力を、毎月順番に紹介
します。紙面では伝えきれない５市町村の観光にまつわるコラム
を、ニュースサイトでも紹介します。

岡津古久のがけ崩れ現場を自治会長や
地元の皆さんと確認

愛川の「三
み
増
ませ
峠
とうげ
の戦い」の古戦場に建つ石碑
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申込書と費用を直接、10月7日か
ら予防課☎223-9369へ。先着順。

市民法律講座
　11月①1日②8日③15日④22日（全 
4回）、18時～19時45分。あつぎ市
民交流プラザ。①不動産の相続②
保証の法律相談③避けようネット
の消費者トラブル④犯罪被害者支
援の概説を弁護士が講義。希望す
る回のみの受講も可。市内在住在
勤在学の方30人。無料。申10月1～
25日に市民協働推進課☎225-2100
へ。先着順。

ごみ中間処理施設工事説明会
　10月19日、15時～16時30分。環
境センター。金田地区で2025年12
月から稼働する施設の工事や事業
の進

しん
捗
ちょく

を説明。申不要。問厚木愛
甲環境施設組合☎297-1153。

競争入札参加資格の定期申請を
　市が2025年4月1日～27年3月31日 
に発注する建設工事・業務委託な
どの入札に参加する事業者は定期
申請が必要です。申11月30日まで
にかながわ電子入札共同システム
HPで申請し、提出書類を簡易書
留で12月2日（消印有効）までに〒 

11月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

「「実りの秋実りの秋」」
#9月10日撮影
#お米
#稲刈りシーズン
#niceatsugi
市公式インスタ
グラムで公開中

インターネット
モニターからの
意見を紹介

厚木市 インターネットモニター

インターネットモニター募集中

問広報シティプロモーション課☎225-2043

検 索

9月1日号「広報あつぎ」を読んで
◆新しい複合施設では気軽に市民が集まれるスペース
があるのがうれしい／70代男性 ◆複合施設の説明が
分かりやすく完成が楽しみになった／30代女性 ◆子
どもを保育園に通わせているので幼稚園にも関心が持
てた／30代女性 ◆救急車を必要とする人のために適
正に利用するのは大切／60代男性 ◆子どもを救急
フェアに連れて行きたい／30代女性 ◆チョウトンボ
を探しに行きたくなった／50代女性

　小学生の頃、防災頭巾を敷いて体
育館で見た相模人形芝居。言葉遣い

が難しく、物語は理解できませんでしたが、太夫の声や人
形の動きに感動したこと、公演後の体験で持った人形が
ずっしりと重たかったことを覚えています。人形芝居に関
わる皆さんの民俗芸能に向き合う思いを知った今、振り
返ってみると、当時の私が感じた人形の重さはその切実な
願いだったのかもしれません／野口

アドベンチャー隊ハロウィー
ンアクティビティラリー

　10月26・27日、10時30分～16時。
アミューあつぎ他。射的や輪投げ
などを全て体験した方に賞品あり。 
小学生以下1000人。無料。申不要。
先着順。問商業観光課☎225-2840。

斎場施設見学会
　10月20日、10時30分～12時。市
斎場。施設見学と葬儀の説明。定
員30人。無料。申10月1～19日に
市斎場☎281-8595へ。先着順。

危険物取扱試験受験準備講
習会

　11月9日、9時30分～17時。愛川
町消防本部。試験に向けた講習。
危険物取扱者試験を受ける方10人。 
1万1000円（受講料、テキスト代）。
申消防本部や消防署・分署にある

申申＝申し込み　問＝問い合わせ　☎＝電話番号　
＝ファクス番号　 ＝Eメール　HP＝ホームページ
　＝講座予約システム（インターネットで申し込み可）
　　　　　　　　＝市広報番組あつぎ愛テレビ
市役所への郵便物は「〒243-8511○○課」で届きます。

10月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

10/1〜愛TV

243-8511契約検査課☎225-2171へ。

児童扶養手当の制度一部変更
　11月分から①第3子以降の児童
に係る加算額②全部・一部支給の
判定基準となる所得限度額が引き
上げられます。児童扶養手当の認
定を受けていない方は10月中に申
請すると、11月分から支給される
場合があります。詳しくは市HPに
掲載。問子育て給付課☎225-2241。

プロバスケットボールチーム湘南
ユナイテッドBCのチケットを販売

　市とスポーツを通じた地域づく
りに関する協定を締結しました。
市内で開催する試合のチケットを
お得に購入できます。
　《日時》①10月12日、15時～②13
日、14時～《場所》荻野運動公園
《席種》２階自由席《価格》1000円
（市内在住在学の小・中学生、高
校生は無料）《対象》市内在住在
学の方。申不要。本人確認書類を
お持ちください。問スポーツ魅力

創造課☎225-2531。詳細は市HP
に掲載。

あつぎ郷土博物館の臨時休館
　展示工事に伴い、10月10・11日
は休館します。問あつぎ郷土博物
館☎225-2515。

平和への思いを込めた絵手紙
（ピースメッセージ）パネルを展示
　①10月1～15日＝あつぎロード
ギャラリー②10月16日～2025年3
月＝各公民館。市民の皆さんが平
和への思いを描いた絵手紙やメッ
セージの展示。問地域包括ケア推
進課☎225-2200。

《取得できる証明書》
　①住民票の写し②印鑑登録証明書
　③戸籍謄本・抄本④付票の写し
　⑤市・県民税（課税・非課税）証明書
　※①②⑤は市内在住の方のみ取得可
《費用》300円（③は450円）
《時間》6時30分～23時（③④は平日9時～19時30分）
《場所》マルチコピー機があるコンビニエンスストア

問市民課☎225-2110・市民税課☎225-2012（税の証明）

日時　11月23日　9時30分～13時
場所　レンブラントホテル厚木、七沢森林公園他
内容　交流会、森林セラピー、アピール・告白タイム、
　　　ミニセミナー、マッチング発表
対象　25～39歳の男女各15人（学生は除く。男性は市内在住在勤）
費用　1500円

　消防車両の見学や防火服の　消防車両の見学や防火服の
着装体験をしながら楽しく防着装体験をしながら楽しく防
災を学びませんか。�災を学びませんか。�
�� 問問予防課☎223-9371予防課☎223-9371

　マイナンバーカードを使ってコン
ビニエンスストアで住民票の写しや
印鑑登録証明書などの証明書が発行
できます。

申市役所や公民館にある申込書を、直接または郵送、ファ
クス、Eメールで10月25日（必着）までに〒243-8511企画
政策課 225-3732・ 1100＠city.atsugi.kanagawa.jp
へ。抽選。市HPからも申し込み可。 詳細はこちら

楽しく防災体験

コンビニで証明書を交付
マイナンバーカードで便利に

ATSUGI婚活ツアー参加者募集

あつぎ� フェアあつぎ� フェア消 防
《日時》《日時》10月6日　10～15時10月6日　10～15時
　　　　　　　　雨天中止（市HPに掲載）雨天中止（市HPに掲載）
《場所》《場所》ぼうさいの丘公園ぼうさいの丘公園
《内容》�《内容》�消防車、救急車などの消防車、救急車などの

展示、スタンプラリー、 展示、スタンプラリー、 
記念撮影など記念撮影など

《費用》《費用》無料無料
申不要。不要。

森林セラピー＆ミニセミナー
　厚木の自然や交流会を楽しみなが
ら、すてきな出会いを見つけてみま
せんか。� 問企画政策課☎225-2450

詳細はこちら



「広報あつぎ」では、自主財源確保のため広告掲載事業を実施しています。広告掲載の申し込みは㈱横浜メディアアド☎045-450-1808へ。

　ママコノシリヌグイの花に体長５㍉ほど
の小さなヒトスジシマカが止まり花の蜜を
吸っていた。雄は花の蜜や樹液を吸い、雌は
人の血を吸うので気をつけよう／相模川、岡
田の河川敷で見つけた。 写真・文／ 吉田文雄

　河川敷は、コセンダングサやミゾ
ソバの花が目立つ。ミゾソバのそば
に小さなママコノシリヌグイの花
が見えた。名前はかわいそうだが、
小さなピンク色の花が集まって咲
きとても美しい。その花に小さな蚊
が止まり、一心不乱に蜜を吸ってい
た。この蚊は、触角に細い毛のある

雄のヒトスジシマカで、雌は産卵の
ため栄養の多い人や他の生物の血
も吸うので注意が必要だ。
　対策として、蚊の嫌うハーブ類を
植えたり、産卵場所の池や沼、庭の
水たまりを整理したりしよう。蚊は
風が苦手なので風通しを良くし、生
活行動を察知し快適に過ごそう。

⚫ヒトスジシマカ⚫
ハエ目カ科

（９月１日現在）
厚木市の人口 人　口世帯数 22万3791人（前月比1人増)男11万5303人･女10万8488人10万6127世帯（前月比44世帯増）

《ワークショップ》
・かざぐるまアート教室＝10月6日。50人。無料
・手形アート教室＝10月6～14日。無料
・野点＝10月12・13日。無料
・木の実アート教室＝10月12・13日。150円 
・まが玉づくり教室＝10月14日。100人。200円

　いずれも10～
15時。費用は材
料費。申不要。
先着順。

期間 10月6～14日
場所　ぼうさいの丘公園

　秋空の下、プロの作家や子どもたちが作った作品の展示やワー
クショップなどを開催します。 問文化魅力創造課☎225-2508

10月6・12・13・14日はキッチンカーも出店

詳細はこちら

あつぎ青空アート展

　土偶は人を模したと思われる人形
で、当時の人々の精神世界を支える祈
りの道具と考えられています。時代に
よってデザインの流行もあり、みんな
独特な顔をしているので表情を見る
だけでも楽しめます。会場には、山梨
県や群馬県で出土した国の重要文化
財の土偶なども展示します。なぜ作っ
たんだろう？どんな思いが込められ
てるんだろう？と自由に想像しなが
ら見てみてください。

文化魅力創造課
佐藤 健二（52）

10月12日、11月9日、12月8日 14～15時
申不要。

《写真提供》山形県立考古博物館、都留市教育委員会、相模原市立博物館、横浜市歴史博物館

10月12日～12月8日

■土偶入門＝10月19日
◆縄文世界の顔身体表現
　土偶・土器・石棒を中心に＝11月4日
● ドグウ集まった！＝12月1日
　いずれも14～16時。各回50人。申直接、
電話または、ファクスで10月■9日◆25日●11
月21日までにあつぎ郷土博物館へ。抽選。
■ミニ土偶作り体験
日時　11月9日　9時30分～16時
内容　 ねん土で土偶を作る
定員　20人

　 申直接、電話またはファクスで10月30日ま
でにあつぎ郷土博物館へ。抽選。
■土偶マイム
　日時　11月24日
　　　　①11時～②14時～（各回30分）
　内容　 土偶がテーマのパントマイム
定員　各回50人
申不要。先着順。

あつぎ郷土博物館　特別展 　市内で出土した土偶や、国の重要文化財に指定されて
いる土偶などを展示します。その不思議な魅力に触れ、
縄文時代に思いをはせてみませんか。

問あつぎ郷土博物館☎225-2515・ 246-3005ド 集 ！まれグウ 期間

講演会

イベント

展示
解説

独特な表情を
楽しんで

野外
彫刻
造形展
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